
一96一



論 文 内 容 の 要 旨

【背 則

肝線 維化 を測定する方法 としては、現在経皮的肝生検がgoldstandardと されているが、身体 的 ・精神的に

侵 襲的であり、サンプリングエラーや、出血等の合併症の危険性を伴 い、それに代 わる非侵襲的肝線維化測

定法であるFibroscanやRea1-timeTissueElastographyと いった方法が開発 されてきた。

【目的】

慢 性 肝 疾 患に おける肝線 維 化 を測 定 する方 法 として、非 侵襲 的 測定 法で ある血清 線 維化 マ ーカー、

Fibroscan、Real・timeTissueElastographyが どの程度経皮的肝生検 と相関するか、比較検討する。

【対象および方法】

2005年11月 から2007年8月 まで、経皮的肝生検 を施行 した慢性肝疾患患者125人 に対 し、同時に血清

線維化マーカーの測定(ピ アルロン酸、4型 コラーゲ ン、4型 コラーゲ ン7S、3型 プロコラーゲンNペ プチド)、

Fibroscan、Real-timeTissueElastographyを 施行した。

【結剰

採取 した肝組織標 本の新犬山分類 によるFstageと 血清線維化 マーカーとの比較では、F3/F4間 でビア

ルロン酸、4型 コラーゲ ン、4型 コラーゲン7Sで 有意差を認めた。FstageとFibroscanの 測定値 との比

較では、F2/F3間 、F3/F4問 で有意差 を認めた。AST・ 血小板数 から算出されるAPRIとFstageと の

比較で はどのFstage間 でも有意差 を認めなかった。FibroscanとAPRIに おける肝硬 変(F4)診 断の精

度は、Fibroscanが 優 れていた。FlbroacnとReal・timeTissueElastographyと の測定値 での比較 にお

いては、症例数が少 なく、詳細な検討が行 えなかったが、逆相 関する傾向が見られた。

【考察および結語l

FibroscanやReal-timeTissueElastographyと いった非侵襲的肝線維化測定法は簡便であり、経皮的肝生

検に代替 しうる方 法である。ただ、それぞれ欠点 ・利点 もあり、各症例に合 わせ た測定法 を選択することや、

さらに症例数をかさね、比較検討 を行っていく必要がある。
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全 文

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【背景 】

慢性肝 疾 患 における肝 線維 化 の指標 としては、現 在もなお経 皮 的肝 生

検 がgoldstandardで あ る。しか し、肝生検 は合併症 の危険性 を伴 い、サン

プリングエラー など精 度 に欠 け、また、精神 的 ・身体 的 に侵 襲性も高 く そ

れ に 代 わ る 非 侵 襲 的 測 定 法 で あ るFibroscanReal-timeTissue

Elastographyと い った方 法が開発 されてきた。

【目的 】

血清線維化 マーカー 、Fibroscan、Real-timeTissueElastographyな どの

非 侵 襲 的肝 線維 化 測 定法 の精 度 を比較 し、経 皮的 肝生 検 に代 替 する測

定法 となりえるかを検討 する。

【対 象および方法 】

2005年11月 か ら2007年8月 まで に経皮 的 肝生検 を行った125人 の 患

者 に対 し、ビアル ロン酸 ・4型 コラーゲ ン・4型コラー ゲン7S・3型 プロコラー

ゲンNペ プチドの血 清線維化 マーカー 、アルブミン・ビリルビン・コリンエス

テラーゼ ・プ ロトロンビン時 間 ・血 小板 数 を測 定 、肝 生検 時 にFibroscan、

Real-timeTissueElastographyを 同 時 に施行 した。

【結果 】

血清線維化 マーカーとFstageと の 比較 では、ビアルロン酸 ・4型コラーゲ

ン・4型コラーゲン7SでF3/F4間 に有意 差を認めた。3型 プ ロコラーゲンN

ペ プチドとFstageの 比 較 では有 忌差 を認 めなかった。他 の血 清ア ータと

Fstageと の 比較で は、アルブミン・コリンエステラーゼでF3/F4間 に有意 差

一97一



一98一


